
令和元年度

１１月補正予算(案)のポイント

令和元年11月11日

①





令和元年度１１月補正予算（案）　　32億2,372万円（一般会計　32億412万円）

「災害復旧対策」、「教育環境の充実」の２つをキーワードに予算を編成

(単位：千円)

区分
令和元年度

１１月補正予算額
平成30年度

１１月補正予算額
増減額 増減率（％）

一般会計 3,204,121 5,998,301 △ 2,794,180 △ 46.6

特別会計 － 633,393 △ 633,393 皆減

企業会計 19,600 23,761 △ 4,161 △ 17.5

合計 3,223,721 6,655,455 △ 3,431,734 △ 51.6

※一千万円未満は四捨五入。

　企業会計の補正予算規模は約２千万円。水道事業会計において、台風19号により被害を受けた施設の
「災害復旧対策」に約２千万円を計上。

　一般財源としては、平成３０年度の決算剰余金（繰越金）を財源とした。

　特定財源としては、主に災害復旧事業や学校施設環境改善事業に伴う国県支出金、市債を活用。

令和元年度１１月補正予算(案)のポイント

　一般会計の補正予算規模は約３２億円。主な内容は、台風19号により被害を受けた施設の「災害復旧
対策」に約２６億６千万円、小中学校校舎のトイレリフレッシュを行う「教育環境の充実」に約４億２千万円
を計上。

１ 予算(案)の規模

２ 予算(案)の財源
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一般会計１１月補正予算額の推移（単位：億円）
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2,675,578 千円
（内訳）

一般会計 2,655,978 千円
水道事業会計 19,600 千円

（一般会計） （単位：千円）

金額

1

写真①

1,091,000

2

写真②

924,700

3

写真③

223,500

4

写真④
181,300

5

写真⑤

96,950

6
写真⑥

54,260

7
写真⑦

43,000

8
写真⑧

13,700

9 8,000

10

写真⑨

10,000

11

写真⑩

8,100

12 1,468

（水道事業会計） （単位：千円）

金額

13 19,600

高潮により倒壊した観光施設の復旧修繕の実施
・被災施設　清水第五中学校裏自転車道観光トイレ
 　　　　　　　 清水第五中学校裏清掃用具倉庫

農業用施設等災害復旧支
援事業費助成
（財源：県補助金5/7）

農業用施設災害復旧事業
（財源：県補助金
　　　　　65／100、市債）

観光施設修繕事業

漁港施設災害復旧事業
（財源：県負担金2/3、
　　　　　　　　　　　市債）

公園災害復旧事業
（財源：市債）

安倍川緑地など５か所
（流出土砂・流木の除去）

葵区足久保口組地内など12か所
（流出土砂・倒木の除去など）

三保真崎グラウンドゴルフ場　１施設
（流出土砂・流木の除去、電気設備修繕など）

三保松原保全活用事業

　令和元年10月12日の台風19号の豪雨、暴風、高潮により被害を受けた施設の復旧

事業名

道路災害復旧事業
（財源：国庫負担金
　　　　66.7／100、市債）

仙俣線（葵区口仙俣）など122路線186か所
（路肩決壊・法面崩壊の復旧など）

林道災害復旧事業
（財源：県補助金1/2、
　　　　　　　　　　　市債）

被災した農業用施設の修繕・再建等に対する助成
・補助対象　被害を受けた農業用施設　14棟
　（ビニールハウス12棟、農業用倉庫2棟）
・補助率　7/10（上限なし）

治山災害復旧事業

浸水被害を受けた三保松原における、塩害や松の
根の露出による松枯れ対策の実施
・真水による被害土壌の洗浄　　約3,000㎡
・山砂による松の根の埋め戻し　約2,600㎡

用宗漁港（駿河区広野・用宗）　１漁港３か所
（防波堤滑動・護岸破損の復旧）

農道：農道大平幹線１号線（葵区下）など35路線
用水：中島用水樋管（駿河区中島）など12用水
（路肩決壊の復旧、流出土砂の除去など）

河川災害復旧事業
（財源：国庫負担金
　　　　66.7／100、市債）

主な概要

観光施設災害復旧事業
（財源：市債）

林道東俣線（葵区田代）など57路線92か所
（路肩決壊・法面崩壊の復旧など）

主な概要

水道施設災害復旧事業
被災した水道施設の復旧修繕等の実施
・被災施設　承元寺導水管保護施設六脚ブロック
　　　　　　　　平野水道施設電磁流量計

体育施設災害復旧事業
（財源：市債）

狩野橋スポーツ広場（葵区与一）など21施設
（流出土砂・流木の除去、グラウンド整正など）

事業名

有東木東沢川（葵区有東木）など40河川
（護岸裏洗堀・排水ポンプ操作盤等の復旧など）

(Ａ) 災害復旧対策

３ 主要事業のポイント
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②林道東俣線（葵区田代）の被災状況

⑥狩野橋スポーツ広場（葵区与一）の被災状況

⑨三保松原（清水区三保）の被災状況 ⑩農業用施設の被災状況

⑧三保真崎グラウンドゴルフ場（清水区三保）の被災状況⑦安倍川緑地（駿河区中野新田）の被災状況

①仙俣線（葵区口仙俣）の被災状況

④有東木東沢川（葵区有東木）の被災状況

護岸裏

③用宗漁港（駿河区広野）の被災状況

約２m

⑤農道大平幹線１号線（葵区下）の被災状況
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417,700 千円

金額

1 417,700

（単位：千円）

小中学校校舎
トイレリフレッシュ事業
（財源：国庫補助金1／3、
　　　　　　　　　　　　　市債）

事業名 主な概要

老朽化が著しく衛生的な環境の保持が困難なトイレを清潔で快適
なトイレに改修するための工事及び次年度工事のための設計

・改修内容　　トイレの洋式化、床のドライ化等
・実施校数
　　　　　　　　　　（当初予定）     　（現在予定）
　工事　　小学校　　５校　　→　　10校（安倍口小学校など５校増）
　　　　　　中学校　　３校　　→　 　６校（長田西中学校など３校増）
　設計　　小学校　　５校　　→　　20校（田町小学校など15校増）
　　　　　　中学校　　３校　　→　　13校（南中学校など10校増）

　安心で快適な教育環境のさらなる充実を図るため、小中学校校舎トイレの改修を実施

(Ｂ) 教育環境の充実

小中学校校舎トイレリフレッシュ事業の例
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